
令 和 元 年 1 0 月 3 1 日 

国 土 交 通 省 総 合 政 策 局 

情報政策課交通経済統計調査室 

 

造船統計速報（令和元年（2019 年）9 月分） 

 

本速報は、造船の生産等実績の早期把握に資するため、基幹統計調査「造船造機統計調査」の造船調査対象工場のうち主要工場の主要項目の生産等実績について先に

とりまとめ速報化したものである。確報値は追って公表される「造船統計月報」を参照されたい。 

 

１．概況 

 令和元年（2019年）9月分の造船主要44工場の鋼船受注・建造実績は、受注6隻、23万7千G/T、起工31隻、141万2千G/T、 

しゅん工29隻、135万7千G/T、しゅん工船価1,486億円（前年同月比は37.5%増）であった。 

このうち、国内船のしゅん工実績は、合計 2隻、5万 1千G/T であった。内訳は、貨物船が 1隻（鉱石兼ばら積み船）、自動

車航送船が1隻であった。 

また、輸出船のしゅん工実績は、合計 27隻、130万 6千G/Tであった。内訳は、貨物船が 19隻（一般貨物船 3隻、ばら積み

船 6隻、コンテナ船2隻、鉱石兼ばら積み船7隻、セメント専用船 1隻）、油送船が 8隻（一般油送船2隻、化学薬品船 5隻、

LNG 船 1隻）であった。 

鋼船修繕実績は、合計77隻、工事金額17億円であった。 
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注１ 近年の造船業の統廃合等による情勢の変化を踏まえ、実態に即した的確な速報値の公表を確保する観点から、平成30年（2018年）１月分の速報

から集計対象事業所を見直した。なお、集計対象事業所は、過去3年分（平成26年（2014年）～平成28年（2016年））のしゅん工船価の確報値

を平均化し、確報値全体の約85％を占めるよう、上位から44工場を選定した。 

注２ 本速報における国内船及び輸出船は船舶の発注者の国籍により区分される。 

注３ 平成26年（2014年）１月分調査より「受注」を調査事項として追加し、その結果を公表している。 

 

（百万円） 



２．鋼船建造実績 

（単位：隻，Ｇ／Ｔ，千円）   

受　　注 起　　工 しゅん工

隻数 Ｇ／Ｔ 隻数 Ｇ／Ｔ 隻数 Ｇ／Ｔ 船価 前年同月比

合　　　計 31 1,411,710 29 1,356,561 148,594,976 137.5

国内船 小計 0 0 2 50,763 17,223,711 －

貨物船 0 0 1 49,888  . . －

貨客船 0 0 0 0 0 －

客船 0 0 0 0 0 －

自動車航送船 0 0 1 875  . . －

油送船 0 0 0 0 0 －

漁船 0 0 0 0 0 －

その他 0 0 0 0 0 －

輸出船 小計 31 1,411,710 27 1,305,798 131,371,265 －

貨物船 20 1,063,660 19 884,209 76,435,923 －

油送船 11 348,050 8 421,589 54,935,342 －

その他 0 0 0 0 0 －
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※ 「・・」内は秘密保護上公表しないものを表す。 

 

３．鋼船修繕実績 

 隻    数 工事金額 （ 千円 ）

合計 66 （ 11 ） 1,344,424 （ 373,890 ）

国内船 59 （ 11 ） 853,464 （ 373,890 ）

外国船 7 （ 0 ） 490,960 （ 0 ）  

※ ( )内は、排水トン表示による船舶で、外数である。 

 

お問い合わせ先： 
国土交通省総合政策局情報政策課交通経済統計調査室 

電話：03-5253-8111     FAX：03-5253-1567 

   03-5253-8348（直通） 

担当：秋元、小林 (内線：28-742)  

 


